































化遺産として提案されることが決定し、2017 年 11 月に行われるユネスコの委員会で正






行われていたが（『七浦民俗誌』1996 年）、皆月在住の B さん（男性、80 歳）によると
現在能登では七浦地区以外ではアマメハギは行われていないそうである。 













天狗 1 人 烏帽子に天狗面を付け、白髪を長く垂れ、黄色い狩衣を着て、刺し子姿
で御幣を持つ。 













ババ面 1 人 日本手拭で頬かぶりをし、目は大きく見開き、歯をむき出した面をか
ぶり、麻で作った白髪を頭から長く垂らした恐ろしい様相をし、衣装は青地に白十
文 字の模様のついた小袖を着、白色の括袴をはき、手に 40 センチほどのスリコ
ギを持ち、素足に下駄をはく。 





はジジ面、ババ面が 1 人ずつと２種類に分かれているが分かる（実質ガチャ面も 2 種類
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平成 16（2004）年時点では皆月のアマメハギは 1 月 6 日に行われていたが、現在で
は 1 月 2 日に行っている。地区での子供や若者の数が減り、外に出た大人が子供を連れ
て帰ってくるタイミングとアマメハギを行う若者が帰ってくるタイミングとずれてし

















2 礼 2 拍手 1 礼した後に払い棒を 2～3 回振るようなものだそうであると（O さん、鵜
山、男性、50 歳）。お祓いが終わると、家の主人が用意してある餅 3 つを天狗に渡し、
天狗は猿面に餅を渡すと猿面はそれを大きな袋に入れる。こうして餅を貰うと、入って
きた時と同様に天狗を先頭に出ていく。 
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金は青年会への駄賃の意味も込めて渡していると皆月在住の K さんは話していた。 






ともあるそうである（M さん）。  
4.2 五十洲のアマメハギの変遷 
 五十洲在住の N さんによれば、五十洲のアマメハギも皆月と同様、各家を回ってい
たが、現在はアマメハギを行う若い人がおらず、五十洲の神社で神事を行うだけとなっ
ている。五十洲のアマメハギも、アマメハギが神事と関係する前から行われており、皆
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 アマメハギのあり方は地域によってかなり違いがあり、輪島市では 1 月 6 日に行わ












































































 アマメハギのあり方は地域によってかなり違いがあり、輪島市では 1 月 6 日に行わ
れること（皆月や五十洲もかつては 1 月 6 日）、面をかぶって各家を周り、餅をもらっ
てまわることは多くの地域に共通している。しかし、面の種類や衣服、持っているもの
の種類、貰った餅の利用の仕方、おどし方などには違いが多く見られ、その地域独自の
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合でも五十洲のように、神社に集まって神事だけ行うという形がとられることも考えら
れる。今後という点では、もしユネスコの無形文化遺産に登録された場合、多くの人に
認知されるようになるが、それによってアマメハギのあり方や意義も変化していくかも
しれない。いずれにせよ、どのようなかたちになったとしても、七浦地区でアマメハギ
が今後どうなっていくのか、非常に興味深い。 
 
7．おわりに 
 私が七浦地区の住人を何人か訪問して、アマメハギについて聞いてまわっている時、
多くの人、特に皆月の人は自分が体験したアマメハギについてかなり詳しく話してくれ
た。それだけアマメハギは七浦地区の人にとってゆかりのある伝統であり、多くの人の
記憶に残っているのだろう。私自身も話を聞いているうちに、七浦地区の人たちがなん
とか続けてきたアマメハギは非常に価値のあるものだと感じるようになったし、今後も
アマメハギの文化が受け継がれていってほしいと思った。最後になるが、今回の調査の
中で急な訪問にもかかわらず多くの話を聞かせてくださった七浦地区の住民の皆さん
に感謝の念を伝え、アマメハギについての報告を終えたいと思う。 
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